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ランダムコイル モールテングロピエ ルー事云移;TRC_MG叩 1/2N-1/6V
ランダムコイル胡 れ畳み幸浦 ; TRC Fー等V/(log(C/A)).pN-lv
モルテングロピい ル胡 れ畳み転移; TMG_F老V/(log(C/A))-pN-lv
低温変性振移; TcD叩 N-lv
ガラス転移; TG託け1/2Nll/2V/てlog(D/A))lI2
ここでC/Aは折れ畳み状態における立体構造の揺らぎ の尺度､D/Aはガラス構造におけ
る揺らぎの尺度｡これらの結果からランダムコイル状態の鎖がいかにして折れ畳まれるか､
シナリオについて考察することができる｡また､折れ畳み構造を予言するための計算法を
開発するための指針とすることができる｡
コネクシ訂ニス トアプローチ
大自由度分子系の研究では､計算機の発達とともに詳細な分子動力学計算が可音別こな
り､多くの成果があげられてきた｡しかし､計算結果として得られるデータの中にどんな
法則が隠されているのか､それは大量のアウトプットを眺めただけではわからない｡新し
い概念の発掘のためには､むしろ計算の精度を上げる努力とは逆に､粗視化によって単純
なモデルをつくることが必要だと思われる｡粗祝化によって原子分子間のつながり方､相
互作用の競合､協調の仕方をモデル化しようとするアプローチは､神経回路理論の吉葉を
借りればコネクシヨ土ストアプローチと呼べるかもしれない.その様なモデル的思考と詳
細な分子動力学計算を相補的に組み合わせることによって.大自由度分子系の示す謎が解
かれて行くであろう｡そこではフラストレーション､多谷構造エネルギー面上のダイナミ
ックス､大自由度カオス､などの基本的概念が重要な役割を果たすはずである｡
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